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e-. e¥Vとの相互作用により、 P/N=l(T>10IlK)→4 (109K) 

















































はほとんど同数なのですが、 kTが electronのrestmass energyより小さくなると neutronの数が
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の球面を通る熱の流れ、それから半径 rの球面内の質量をMr とすると、 4つの rの関数、変数に対
して非線形の連立式が成り立ちます。上の2つは重力平衡、それから熱伝導の式です。下の2つはた
だ、質量や熱流の連続の式です。 pというのは圧力、それから λというのは熱伝導率、それからエネ

















































































































H1 (p， e'v) H2 (p， y)He3， He (He3， 2p) He4 
すべてのHがHeに転化した後は、 lOSKの程度の温度で
Heの融合反応によってcとOが生成される(1950年代)。
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